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は じめ に

草本性植物のカタバミOxα1'300禰o〃1α∫αLinn.

は瀬戸臨海実験所構内に広く生育し、一年の う

ちで3-12月 に開花するものの、6月 以降は開

花数が激減する(久 保 田 ・梅本,2008)。 カタ

バミは、普通、中花柱型(雌 蕊が雄蕊がよりも

高さが低い位置にある)の 花をつけるが、構内

の大半の区域で長花柱型(雌 蕊の柱頭が2段 の

雄蕊列より上方にある型)だ けが生育している

(久保 田・梅本,2006)。 しか し、合併処理室の

北側 と西側地点では花柱型に3型 が見られ、長

花柱に加えて、雄蕊 と雌蕊がほぼ同じ高さにあ

る型(中 間型)、 と中花柱型が混ざり合って生

育している(久 保 田 ・梅本,2006)。 この区域

では、長花柱型の雌蕊の高さの位置は、雄蕊列

よりはるかに高いものから少しだけ上方に位置

するものまであ り、この位置には変異がある。

この長花柱型は、別花からの飛散花粉を受け入

れやすく他家受粉しやすい。 このため、調査区

域では長花柱型の頻度が次第に増していくと予

想 される。

今 回 、2009年(4月15,24日;5月13日)と

2012年(5.月17日)に 、合 併 処 理 室 の北 部 と西

部 区域 で カ タ バ ミの3つ の 花柱 型 の 頻 度 分布 調

査 を した(そ れ ぞ れ297花 と201花 を調 査)。

これ らの年 の調 査 で は 、1個 体 に た とえ複 数 の

花 が つ い て い て も、 た だ1個 の 花 の型 を代 表 と

して デ ー タ を とっ た 。こ の結 果 と2006年 と2008

年 に 実施 した調 査 結果 を あ わせ て 、型 の 出 現 頻

度 に経 年 変化 が 起 こっ て い るか調 べ た の で 報 告

す る。

結 果 と考 察

2006年 、2008年 、2009年 、2012年 のカタバ

ミの花の3型 の頻度分布を表1に まとめた。そ

の結果、予想に反 して長花柱型の頻度が最初の

3回 の調査では減っていったが、2012年 には逆

に増加 した。 このことから3型 が交じり合った

今回の調査区域では、長花柱型の出現の割合に

は受粉以外の複数の要因が関与している可能性

があ り、今後の継続調査が待たれる。
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表1.瀬 戸臨海実験所構内の合併処理室の

北部と西部区域でのカタバミの3つ の

花柱型の経年変化

型(%)

調査年N長 花柱 中間 中花柱

梅 本,2011参 照)。 この 花 は4弁 と4蓉 を有 し、

雄 蕊 の数 は 、花 弁 の2倍 の数 あ り、8あ った(通

常 の花 は10な の で、 これ よ り今 回 の 奇 形 花 は2

っ少 な い)。 雌 蕊 の 上 半 部 は5つ に 分 離 し、 正

常 の もの と同 じで あ っ た。

20062133.3

2008119824.6

200929717.7

201220156.2

61.94.8

7252.9

81.83.7

43.20.6

な お 、 資 料 処 理 室東 側 と研 究棟 北側 を2辺 と

す る一 画 で の2012年5月18日 の調 査(N-80)

で は 、長 花柱 型(雌 蕊 の柱 頭 が2段 の 雄蕊 列 よ

り明 瞭 に 上 方 に あ る)だ け が 生 育 し、 以 前 と同

じ状 況 で あ っ た(久 保 田 ・梅 本,2006)。

今 回 の2箇 所 の調 査 で 奇 形 花 が 、2012年5月

17日 に、合 併 処理 室 前 で1花 見 られ た(久 保 田 ・
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